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気象・波浪解析の概要

• 気象
– 風向・風速：毎時大気解析GPV (Hourly Analysis GPV)

• 1 時間ごとに解析された風と気温の数値データ

• 領域は北西端(47.6N, 120E)～南東端(22.4N, 150E)

• 格子間隔は0.05 度x 0.0625 度（格子数505 x 481）

– 初期・境界条件：全球気象モデルGFS (Global 
Forecast System) 全球 0.5度毎

• 波浪
– 数値モデル：Simulating WAves Nearshore (SWAN)
– 初期・境界条件：HAGPVの海上風データ
– 解像度（2段ネスティング）

• 0.02°X0.02°（最小解像度），水深データ 2min



6/23 11:00

6/23 12:00

2008年6月23日の波浪状況（推算値）

この間に
事故発生

6/23 13:00

6/23 14:00



2008年6月23日の気象状況
海上風速（推算値）

風速15m/s以上

この間に
事故発生

6/23 13:00 6/23 14:00



海流の状況

海上保安庁海洋速報値

黒潮の範囲外



６月２３日午後１３：３０前後の状況

波高[m]

風向
波向

風速
[m/s]

周期
[s]

波高は約2m→3.6mへ増加
事故発生の波は高いが
４時間前から同じ状況

風速が15m/s→6m/sへ
急激に減少

北緯35度２５分 東経１４４度３７分

波向きと風向きは一致
方向スペクトルは単一ピーク

速報値



波浪スペクトルの時間変化

この間に
事故発生

6/23 12:00

6/23 13:00

6/23 14:00

空間解像度：5kmX5km

13:00→14:00の間に
方向スペクトルがやや狭帯化

方向スペクトルは，単一ピー
クを示しており，三角波の出
現状況ではない．



詳細な解析結果
(5kmX5kmメッシュ）

• 事故発生前後
• 波高
 3.6→3.1m

周期
 6.8→7.1s

波向き
変化なし

波形勾配
 0.07→0.04 

 Benjamin-Feir Index (BFI)

 0.37→0.24
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解析結果のまとめ
• ６月２３日午後１３：３０前後の事故現場の気象・海象条件について，高解像度の気象・波浪

の再解析を行った．得られた結果をまとめると現場は以下の状況であった．

– 風速

• 15m/s→6m/sへ急激に減少

• 短時間で大きく変化

– 潮流

• 黒潮の範囲外（潮流の影響なし）

– 波浪

• 当日朝から有義波高が約2m→3.6mへ増加（事故発生４時間前から同じ状況）

• 事故前後で有義波高が3.6m→3.1mへ減少

• 事故前後で波形勾配とBFIが急激に低下

– 波向きと風向きに大きな差はなかった

• 三角波の発生条件ではない

• 風速が急激に弱まり，波浪の非線形性が減少した以外は，エネルギーレベルで気象・海象

条件で特別な条件・変化は見られなかった．一般的な時化の状況であり，２方向交差波（三

角波）等が生じる特殊な状況ではなかった．

• 係留や操船についての問題は，情報がなく不明．

• 原因が波浪であると限定した場合，目撃者の１，２波で船が沈んだという証言からすると，

突発的な波の発生が原因ではないかと考えられる．


